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はじめに
　当院は、日本一の広さを誇る湖「びわ湖」
を有する滋賀県の北東部、長浜市に位置す
る。1944年に開設され、その後1996年に
現地に移転、診療科23科、病床数587床（一
般483床、療養104床）を有する地域がん
診療連携拠点病院、地域医療支援病院であ
る。CT装置は、本館、診療支援棟（救急セ
ンター・ICU）を含め診断部門3台、放射線
治療計画用1台の計4台が稼働している。今
回 本 館 2 台 の 老 朽 化 に 伴 い、6 月 に
SOMATOM go.Top（以下、go.Top）、8月に
SOMATOM Drive（以下、Drive）に更新した。
診 断 部 門CT装 置 の 稼 働 状 況 は、 年 間 約
20,000件。今回のCT装置更新のコンセプ
トは「患者さんに優しい装置、スタッフに
も優しい装置」として選定し、導入に至った。

Driveにも匹敵する
使い心地

　スペック、実力ともに言うまでもなくハ
イスペック機であるDriveは、どんな場面に
おいても素晴らしい性能を発揮してくれる。
ただし、その分価格もDrive価格である。
　一方のgo.Topは、Driveでも行うような低
管電圧撮影における造影剤および被ばく低
減、Tin (Sn) filterを用いたさらなる被ばく
低減撮影、Dual Energy撮影、冠動脈撮影
などが問題なく実施可能である。つまり、
Driveの機能をgo.Top価格で使用することが
でき、さらに、タブレット端末を利用した
新しいワークフローというDriveに無い機能
がある。まさに一般的な日常臨床現場にお
いてDriveに匹敵する使用感であり、コスト
パフォーマンス的にはDrive以上のものがあ
るとも考えられるオールラウンドな装置で
ある。
　今回は、go.Topのイチオシ！ として、タ

図1　固定アームは自由度が高く、CTテーブル上にタブレット端末を配置することができる
CTガイド下生検/ IVRに関わる操作を一貫して術者自身が行えることで、検査を効率的に進めることができる（写真
はデモンストレーション用にボランティア協力のもと撮影した。実際の検査ではタブレット端末上で臨床画像の確認、
表示条件の変更、距離計測、撮影位置の微調整などが可能）。

ブレット端末を利用したワークフローのひ
とつであるGuide&GO（CTガイド下生検/ 

IVR）について、実際使用している医師の
立場から紹介する。
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図3　Tin filterおよびiMARのアーチファクト低減効果について検討し
たファントム実験画像

Tin filterにより被ばく
低減と画質改善が可能

　Guide&GOの一連のワークフローにおいて、
Topogram（位置決め撮影）、プランニング撮
影、CTガイド下生検/ IVR、確認撮影の全て
でTin filterを利用することができ、現在それ
ぞれCTDIvol 0.01, 0.52, 0.92, 0.52 mGyで施
行している。従来から被ばく低減に努めてい
るが、Tin filterを活用することで画質を落と
すことなく検査全体で50%程度の線量低減が
行えている。これにより、患者さんの被ばく
が低減できるだけでなく、術者の被ばく低減
にもつながると考えている。
　また、Tin filterに加え、穿刺方向に延びる
金属アーチファクト軽減に寄与するiMARに
も期待している。撮影時に適応しても画像出
力時間に差がないことが確認できたため、今
後実際の症例への適用を検討している（図3）。

さいごに
　タブレット端末を用いたCTガイド下生検
/ IVR の 新 し い ワ ー ク フ ロ ー で あ る
“Guide&GO”を紹介した。タブレット端末上
で自分で様々な操作を行い、検査を進めら
れることで、かなりやりやすいと感じてい
る。診療放射線技師の立場からも、CTガイ
ド下生検/ IVRのスループット向上や時間短
縮を実感しており、これは患者さんの負担
軽減にもつながっていると感じる。
　このように安全で安心してCTガイド下生
検/ IVRが行えるGuide&Goの機能に代表さ
れるように、go.Topはまさに今回の機種選
定のコンセプトである「患者さんに優しい
装置、スタッフにも優しい装置」である。

ット端末の固定は自由度が高く、角度を変
えることのできるアームでCTテーブルのサ
イドレールの好きな位置に取り付けること
がでる。また、CTテーブル上にタブレット
端末を持ってこられるので場所をとらず、
天吊りアームのような工事も不要である。
さらに、清潔カバーで覆うことで手技中に
タブレット端末で様々な操作が可能であり、
撮影した画像を確認できるだけでなく、表
示条件の変更、距離計測、撮影位置の微調
整などを術者自身が直感的に行うことが可
能である（図1）。CT撮影は、フットスイッ
チの他、リモコンでも対応できる。CTガイ
ド下生検/ IVRに関わる操作を一貫して術者
自身が行えることで、トータルの検査時間
の短縮にもつながっている。
　図2に症例を提示する。著明な気腫肺を
背景として右肺下葉に腫瘤を認め、肺癌が
疑われてCTガイド下生検が依頼された。腫
瘍は胸壁には浸潤しておらず、呼吸により
かなり移動する状態であり、さらに腫瘍以
外を穿刺した場合には気胸を起こす可能性
が高かった。タブレット端末を自分で操作
しながら、肺を介さず腫瘤を直接穿刺でき
るよう腫瘤近傍まで18G生検針を進めた

（図2 ab）。呼吸停止下に撮影、呼吸停止し

Guide&GO導入まで
　当院放射線科（診断部門）では、他科か
らの依頼に応じてCTガイド下生検やその他
IVRを行っている。CT装置更新前には手技
中に撮影した画像をCT室内で確認できなか
ったため、穿刺の角度や深さを変えて撮影
するたびに操作室へ出てモニタで確認しな
ければならず、呼吸によって移動する肺腫
瘍等は生検が困難であった。
　そのような状況の中で、国際医用画像総
合展（ITEM）に展示されていたgo.Topを目
にし、低管電圧撮影やTin filterといった装
置の高い基本性能に加え、タブレット端末
を用いたワークフローが面白いと思った。
さらに、CTガイド下生検/ IVRができる装
置を探していたので、Guide&GOのタブレ
ット端末を固定するアームを見たときに

「 こ れ え え な！」 と 思 っ た の がgo.Topや
Guide&GOを検討するきっかけである。

Guide&GO
　Guide&GOとは、タブレット端末やリモ
ートコントローラーを用いた新しいCTガイ
ド下生検/ IVRワークフローである。タブレ

図2　Guide&GOを使用してCTガイド下生検を行った一例

たまま先端位置、
角度に問題ない
ことを確認して
Fire し た（ 図 2 
cd）。 術 後、 気
胸は認めなかっ
た。


